
第３学年 理科指導案            授業日：平成２８年１１月４日（金）１校時 

学年 単元名 児童 場所 指導者 

３年 「じしゃく」 ３年 １組 ２２名 
３年１組 

教室 
福嶋 顕勝 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)単元の目標と評価規準 

 【単元の目標】 

 

 

   

本単元は，学習指導要領「３学年」の内容 

 

 

 

 

 

を受けて設定したものである。 

  本単元は，身近にある磁石を素材にして，磁石の現象の不思議さを解明していく。 

例えば，磁石の同じ極同士を近付けると，お互いに強く反発する力が手応えとして残る。違

う極同士だと，ある距離に近付いた瞬間，強く引き合ってお互いに飛び付くような現象を引き

起こす。磁石が及ぼす力は直接目に見えるわけではないが，磁石の極同士の組合せを変えたり，

磁石に付ける金属の種類を変えたりすることで比較できる。磁化については，磁石そのものの

１ 単元について 

 磁石に付く物や磁石の働きを調べ，磁石の性質についての考えをもつことができるようにす

る。 

ア 物には，磁石に引き付けられる物と引き付けられない物があること。また，磁石に引き付

けられる物には，磁石に付けると磁石になる物があること。 

イ 磁石の異極は引き合い，同極は退け合うこと。 

育てたい資質・能力 

◎理科において育成を目指す資質・能力から本時にかかわる主な資質・能力 

 

 

 

 

 

研究とのかかわり 

研究内容２～「一単位時間における学習過程の改善＜本時の手立ての工夫＞」 

～アクティブ化シートＢ-② 

②対話重視～「対話的な話し合い」＋「検証実験」で磁石の不思議さを解明 

 磁化を扱った盲点を突く「問題提示」をすることによって子どもたちに疑問をもたせ，意見 

が分かれることで対話的な学びにつながるようにしたい。この問題では，磁化と磁石の極性な

ど，磁石の性質を総合的に考えなければならない。思考を活性化するための極性シールも活用

しながら現象の理由付けを考え，互いに交流させたい。検証実験では新たな発見をさせ，さら

なる磁石の不思議さにつながるような授業に仕組んでいきたい。 

 

 

 

 

 

 

②見いだした問題について既習事項や生活経験を基に根拠のある予想や仮説を発想する力 

（思考力・判断力・表現力等） 

磁化させた縫い針がどのような現象を引き起こすのか，磁石遊びの経験と今までに学ん

だ磁石の性質，友達と自分の予想を比較することで新たな理由付けをしようとする力。 

 

 

 磁石に付く物や磁石のはたらきを比較しながら調べ，見いだした問題を興味・関心をもって

追究する活動を通して，磁石の性質について見方や考え方を養う。 

 

 



強さ，鉄釘・縫い針の重さによっても結果が左右するので細かな予備実験が必要となる。 

 

 【評価規準】 

【自然事象への関心 

・意欲・態度】 

【科学的な思考 

・表現】 

【観察・実験の技能】 【自然事象について 

の知識・理解】 

・身の回りで使われて
いる磁石や磁石に
いろいろな物を近
付けたときの様子
に興味をもち，進ん
で磁石の性質やは
たらきを調べよう
とする。 

・磁石が鉄を引き付け
る力のはたらき，同
じ極同士や違う極
同士を近付けたと
きの磁石の極の性
質について考え，表
現する。 

・磁石の性質をもと
に，磁石に付いた鉄
釘が磁石のはたら
きをもつのかにつ
いて考え，表現す
る。 

・これまでに学習した
磁石に付く物，間が
空いていてもはた
らく力，極性，鉄の
磁化などを磁石の
性質として考えて
いる。 

・自分の予想をもとに
決めた物が，磁石に
付くのか付かない
のかを確かめ，その
結果を表などに記
録する。 

・磁石の極同士の性質
について同じ極同
士，違う極同士を近
付けて確かめ，その
結果を記録する。 

 

・物には，磁石に付く物
と付かない物があり，
鉄は磁石に引き付け
られることを理解す
る。 

・磁石との間が離れてい
ても鉄を引き付けら
れること，磁石の違う
極同士は引き付け合
い，同じ極同士は退け
合うことを理解する。 

・磁石のＮ極は北を指
し，Ｓ極は南を指すこ
と，磁石に付いた物は
磁石になることを理
解する。 

 

(2)児童の実態 

 好奇心旺盛な子どもが多く，科学実験への興味・関心が高い。本単元にかかわっては，磁石は

鉄のような金属に付くことは経験でわかっているが，その金属が鉄なのかアルミニウムなどの別

な金属なのかという区別はついていない。磁石は離れていても鉄を引き付ける力があることを遊

びの中から発見している子どもはいる。社会科の授業で方位磁針を扱ったが，なぜ色の付いた方

位磁針の針が北を向くのかという疑問をもっていた子どもはいなかった。磁化については，本単

元で初めて体験する子どもが多いはずである。 

 

(3)指導の手立て 

本単元では，「とったど～！！ゲームとお掃除マシーン」の体験をきっかけにして，磁石に付く

物と付かない物，磁石の極，離れても磁石が及ぼす力，磁化について，試行錯誤しながら理解で

きるようにする。好奇心旺盛な子どもから「はてな？」（疑問）を引き出し，自分なりの考えが膨

らんで対話が展開するよう仮説別のグループ学習で根拠をさらに確かなものにし，全体で活発な

話し合いができるようにする。 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

次 時 ○学習活動 
教師の評価規準（評価方法） 
◇到達が不十分な児童への指導の手立て 

 
出
会
い 

 
① 
 
 

○磁石のひみつをさぐっていこう 
【とったど～ゲームＶＳお掃除マシーン】 
・不思議だと思ったことを４つに分類する。 
（磁石に付く物，極性，離れても磁石が及ぼす
力，磁化）  

○関２種類のおもちゃに興味をもち，
進んで磁石の性質やはたらきを調
べようとしている。 

（観察，ノート，発言） 
◇遊び方の確認をする。 

磁
石
に
付
く
物 

 
② 
③ 

○どのような物が磁石に付くのかを調べよう 
 

○技磁石に付くか付かないのかを調べ
て結果を記録する。（観察，ノート） 

○知物には，磁石に付く物と付かない
物があり，磁石に付くのは鉄であ
ることを理解する。（発言，ノート） 

◇「鉄」に焦点をあてて実験させる。 

 
磁
石
の 
極 
 

 
④ 

○磁石同士が引き付け合ったり，退け合ったり 
するのは，どんな時なのかを調べよう 

 

○技磁石の同じ極同士，違う極同士を
近付け，その結果を記録する。 

（観察，ノート） 
○思磁石が鉄を引き付ける力のはたら
きや極の同士の性質について考
え，表現する。 (発言，ノート) 

◇磁石に表記してあるＮ極とＳ極に
着目させる。 

 
⑤ 
 

○磁石を水に浮かべたときの向く方向につい 
て調べよう 
 

○知磁石のＮ極は北を指し，Ｓ極は南
を指すことを理解している。 

（観察，発言） 
◇方位磁針を想起させる。 

 
磁
石
の
力 

 
⑥ 

○磁石と鉄が離れていても，引き付けるかどう 
かを調べよう 

 

○知磁石との間が離れても鉄を引き付
けられること，磁石と鉄との間に 

 磁石に付かない物が挟まっても磁
石は鉄を引き付けることを理解す
る。     （観察，ノート） 

◇磁石が鉄を引き寄せるわずかな手
応えを体感させる。 

 
磁 
化 

 
⑦
⑧ 

○磁化した鉄釘が，磁石になっているかどうか
調べよう 

 

○思磁石の性質をもとに，磁石に付い
た鉄釘が磁石のはたらきをもつの
かについて考え，表現する。 

     （観察，ノート，発言） 
◇Ｎ極とＳ極のシールを使う。 

 
本 
時 
⑨ 

○磁石に付けて磁化させた縫い針が，どのよう
な現象を起こすのかを考えよう 

 
 

○思磁石の性質をもとにしながら磁化
の仕組みを考え，予想される実験
結果の根拠を表現している。             

（ノート, 発言） 
◇前時の磁化について想起させる。 

ま
と
め 

⑩ 

 

○磁石の性質についてまとめよう 
 

○知これまでに学習した磁石の現象や
性質についてまとめる。 

        （発言, ノート） 
◇今までの授業ノートで振り返る。 

 

２ 単元の指導計画   【１0時間扱い 本時 ９／１0 時間】 

 



 
 
 
①本時の目標 

磁化させた縫い針がどのようなはたらきをもつのか，磁石の性質をもとに総合的に考え，
交流して，自分の新たな考えを導こうとする。       【科学的な思考・表現】 

                           
                                                                                                                                  

②本時の展開【１０時間扱い ９／１０時間目】*一単位時間レベル【対話重視】 
 子どもの活動  思考 □教師の働きかけ ◆評価（評価方法） 
 
 
導
入 
 
５ 
分 
 
 
 
 
 

１ 前時までの学習を振り返る。 
 
「磁石に鉄のくぎを付けると，鉄のくぎ 
 が磁石になったよ。」 
「鉄のくぎなどが磁石になることを磁化 
するといいます。」 

 
２ 問題を確認する。 
      
 
 
 
 

全体 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

□前時の学習を振り返りながら，本日
の学習の問題を提示する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
展
開 
 
３
０
分 

３ 自分なりに予想する。 
 Ａ ２本の針はこのまま付く 
 Ｂ ２本の針は落ちる 
 Ｃ ２本の針の頭は付いたままで，２ 
   本の針の先は開く   
 
４ 予想した理由を自分で考える。 
 
５ 予想が同じ者同士で集まり，違うチー
ムを納得させるための作戦会議をする。 

                
６ 討論する。【対話的な話し合い】 
「棒磁石に鉄のくぎを付けたとき，そのく
ぎの下にも鉄のくぎが付いていたから
○あと○いも一緒に並んで付くはず。」 

「縫い針が２本だと合体して重くなり，下
に落ちてしまうと思います。」 

「磁化した縫い針の同じ極のところは反
発して離れてしまうかも。」 

                             
 
７ 討論を終えた段階での実験結果を予
想する。 

 
 
 
 
８ 検証実験をする。 
   
９ 実験結果の交流をする。 
「縫い針の○あと○いの頭は付いたままで，針
の先は開いているよ。」 

 
１０ 考察を書く。 

個 
 
全体 
 
 
 
個 

 
グル
ープ 
 
全体 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 個 
 
 
 
 
 
全体 
 
 
 
 
 
 個 

□予想を出させて，黒板に名前シール 
 を貼らせる。（考えるのが難しい子 
 は出たものから選択させる） 
 
□思考活性化アイテム：棒磁石の模型
と３本の縫い針の模型，磁石の極性
を表すシールなどを用意する。 

 
*思考活性化アイテム(ＮとＳの極性
シール)も活用しながら自分で予想
した現象の根拠を記述する。違う考
えのチームを納得させるために，同
じ予想のグループ内で作戦会議を行
い，思考を深めるために全体交流の
場を設定する。 
 
◆磁石の性質をもとにしながら磁化
の仕組みを考え，予想される実験結
果の根拠を表現している。 

    （ノート，発言） 
 
□「討論を通して自分の考えが変わる 
のは成長の証」と伝え，討論を終え
た段階での立場をはっきりさせる。 

 
□Ｃの予想（縫い針の先が開く）が出 
なかった場合は，討論を早めに切り 
上げる。検証実験後の時間を確保し 
て，縫い針の先がなぜ離れたのかを 
考え，全体交流の場で説明できるよ 
うにする。 
   

 

３ 本時の学習    

 

  ○あ    ○い  

 ３本の縫い針の頭に棒磁石のＮ極を付けて磁化させ，その縫い針から磁石を

離して図のようにセットすると，縫い針の○あ と○い はどうなるでしょう？  



◇評価規準の具体（評価方法～発言，観察）  

【科学的な思考・表現】 

十分に満足できる（Ａ）： 磁化させた縫い針がどのような現象を引き起こすのか，磁石遊びの経験
と今までに学んだ磁石の性質，友達と自分の予想を比較しながら根拠を
表現している。 

おおむね満足できる（Ｂ） ： 磁石の性質をもとにしながら磁化の仕組みを考え，予想される実験
結果の根拠を表現している。 

努力を要する児童への指導 ： 磁石のＮ極とＳ極の性質について振り返らせ，磁性のシールを貼り 
ながら実験結果の理由について考えられるようにする。              

 
 
 

 
 

 
 
終
末 
 
１
０
分 

 
１１ 全体交流をする。  
 
１２ 結論を書く。 
 
 
 
 
１３ 授業の感想を書く。 

 
全体 
 
個 

 
□磁化した縫い針の反発が実験結果 
 にかかわっていることを確認する。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
③本時の評価  【５年理科「ふりこ」】 

  縫い針の○あ と○い の頭が付くのは，磁化した針がＮ極とＳ極になっているから
で，縫い針の先が離れるのは，Ｎ極同士になって退け合っているから。 


